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例
年
よ
り
遅
い
梅
雨
明
け
直

後
の
、
連
日
三
十
度
を
越
す
気

温
の
な
か
で
の
開
催
と
な
っ
た

三
日
間
の
集
中
コ
ー
ス
夏
の
部
。

今
回
は
、
中
京
圏
か
ら
三
名
の

方
々
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
自
己
紹
介
の
後
、「
そ
れ
で
は

こ
れ
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使

い
ま
す
」
と
い
う
事
務
局
に
促

さ
れ
て
、
い
き
な
り
の
輪
切
り
・

玉
切
り
。
下
刃
（
腹
側
）
で
伐
り

下
ろ
し
、
上
刃
（
背
側
）
で
伐
り

上
げ
、
橋
渡
し
状
の
材
を
回
し

伐
る
。
か
と
思
う
と
、
見
慣
れ
な

い
輪
尺
や
直
径
巻
尺
や
ワ
イ
ゼ
測

高
器
で
の
測
樹
。
胸
の
高
さ
で
直

径
を
、
梢
を
探
し
て
樹
高
を
測
っ

た
ら
、
切
り
株
の
年
輪
を
数
え
て

と
。
そ
し
て
、
小
屋
で
一
息
つ
い

た
ら
、
今
度
は
林
学
の
講
座
だ
な

ん
て･･･

初
日
か
ら
許
容
量
を
超

え
て
し
ま
い
そ
う
な
相
対
幹
距
比

に
、
地
位
指
数
、
林
分
形
状
比
で

す
っ
て･･･

。
さ
ら
に
、
メ
イ
ン

メ
ニ
ュ
ー
は
こ
れ
か
ら
と
ば
か

り
、
二
日
目
・
三
日
目

は
、
伐
倒
・
枝
払
い
・

造
材
・
集
材
と
続
い

た
、
ア
ッ
と
い
う
間
の

三
日
間
。

　
で
し
た
が
、
森
の
状

態
を
調
査
・
把
握
し
、

将
来
を
考
え
て
施
業
の

計
画
を
立
て
、
残
す
木

を
決
め
て
間
伐
を
行

い
、
伐
っ
た
材
は
利
用

す
る
た
め
に
集
め
て
出

す
。
と
い
う
、
流
れ
の

な
か
で
、「
何
か
」
を
一
つ
で
も

持
ち
帰
っ
て
頂
け
た
で
し
ょ
う

か
。
森
林
塾
は
「
何
か
」
を
提
供

で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　
間
伐
や
集
材
を
す
る
機
会
は

あ
ま
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
近
く
の
山
に
出
か
け
る
と

き
に
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
地
位
指

数
曲
線
図
を
忍
ば
せ
て
、
込
み

具
合
を
調
べ
ら
れ
そ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
っ
た

ら
、
一
歩
五
十

セ
ン
チ
で
十

歩
、
五
メ
ー
ト

ル
四
方
で
二

十
五
㎡
の
簡

易
プ
ロ
ッ
ト

を
設
定
し
て

み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。

そ
の
中
に
立

つ
木
の
本
数
。

そ
れ
ぞ
れ
の

木
を
胸
の
高

さ
で
、
両
手
を

輪
尺
代
わ
り

に
木
に
当
て

て
太
さ
を
予

測
し
、
梢
の
見

え
る
木
を
探

し
て
樹
高
を

推
し
量
り
、
林
齢
を
仮
定
し
て
み

る
。
高
さ
と
太
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が

形
状
比
。
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の

本
数
を
計
算
し
、
一
本
の
木
が
占

め
る
面
積
が
わ
か
れ
ば
、
そ
の
平

方
根
が
樹
幹
距
離
と
な
り
、
高
さ

と
比
べ
て
Sr
。
地
位
指
数
曲
線
図

で
将
来
の
樹
高
予
想
。
そ
ん
な
健

康
診
断
で
も
、
お
お
よ
そ
の
状
態

が
わ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
自
分
な
ら
こ
の
木
を
残
し

て
み
よ
う
と
考
え
、
間
伐
を
し
た

ら
、
こ
の
道
に
寄
せ
集
め
て
み
よ

う
か
、
と
思
い
描
く･･･

。

　
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
疑

問
質
問
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
何
ら
か
の
形
で
お
付
き
合
い

を
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

根元は･ ･ ･ どのあたり？

一本の樹が占める面積からＳ r

輪切りで始めるチェーンソー

受け口・つる・追い口の関係
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99999
時時時時時

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

事
務
局
の
挨
拶
と
日
程
説
明
。

早
川
講
師
の
林
業
や
森
林
の

現
況
に
つ
い
て
や
森
林
整
備

の
必
要
性
の
講
義
。
塾
生
の

方
々
の
自
己
紹
介
や
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

99999
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
現
場
へ
移
動
し
て
、
早
川
講
師

か
ら
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
構

造
や
始
動
方
法
、
取
扱
時
の

注
意
事
項
の
説
明
を
受
け
る
。

そ
の
後
、
各
人
が
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
始
動
、
丸
太
伐
り
を

行
う
。
下
刃
（
腹
刃
）
で
伐
り

下
げ
、
上
刃
（
背
刃
）
で
伐
り

上
げ
、
そ
し
て
回
し
伐
り
。
橋

渡
し
材
の
伐
り
方
な
ど
の
玉

切
り
を
行
い
ま
し
た
。

1111111111
時時時時時
3535353535
分分分分分

　　　　　
丸
太
伐
り
を
終
了
し
、
早
川
講

師
に
よ
る
伐
倒
方
法
の
説
明

と
短
材
を
使
っ
た
模
擬
実
践
。

1212121212
時時時時時
55555
分分分分分

　　　　　
小
屋
へ
戻
っ
て
、
公
園
の
東
屋

に
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
森
林
調
査
に
つ
い
て
の
早
川

講
師
の
講
義
。
そ
の
目
的
や

測
樹
の
方
法
。
林
分
形
状
比

や
相
対
幹
距
比
と
い
っ
た
指

数
に
つ
い
て
。

1313131313
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
現
場
の
ヒ
ノ
キ
林
へ
移
動
し

て
測
樹
開
始
。
10
ｍ
×
10
ｍ

の
プ
ロ
ッ
ト
調
査
。
そ
の
中

の
全
て
の
木
の
太
さ
を
直
径

巻
尺
と
輪
尺
で
測
り
、
樹
高

は
選
抜
し
た
数
本
に
つ
い
て

ワ
イ
ゼ
測
高
器
で
測
定
。
林

齢
は
、
切
り
株
の
年
輪
を
数

え
て
。

1515151515
時時時時時
1010101010
分分分分分

　　　　　
小
屋
へ
戻
っ
て
休
憩
を
と
っ

た
後
、
デ
ー
タ
整
理
。
現
状
の

地
位
指
数
と
相
対
幹
距
比
、

林
分
形
状
比
を
求
め
る
。
地

位
指
数
は
樹
種
と
林
齢
と
上

層
樹
高
か
ら
。
相
対
幹
距
比

は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

の
本
数
と
上
層
樹
高
か

ら
。
林
分
形
状
比
は
平

均
直
径
と
平
均
樹
高
か

ら
。
調
査
結
果
は
、
林

齢
33
年
、
上
層
樹
高
17

ｍ
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た

り
本
数
８
０
０
本
と
な

り
、
地
位
指
数
は
19
、
相

対
幹
距
比
は
21
、
林
分

形
状
比
は
72
と
い
う
現

状
。

1616161616
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
講
師
講
評
後
、
終
了
。

1818181818
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
交
流
会
開
始
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

に
ビ
ー
ル
。
焼
き
そ
ば
が
登

場
す
る
頃
に
は･･･

。

44444
日日日日日
（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

99999
時時時時時

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
の
あ
と
、
早
川
講

師
か
ら
指
標
の
説
明
や
施
業

方
針
の
策
定
に
つ
い
て
講
義

を
受
け
、
今
回
の
施
業
計
画

を
60
年
生
時
に
Sr
20
と
す

る
。
そ
う
す
る
と
保
残
木
の

本
数
は･･･

。

99999
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
調
査
プ
ロ
ッ
ト
に
て
保
残

木
を
マ
ー
キ
ン
グ
。
形
質
を

見
た
り
、
配
置
を
考
慮
し
た

り
、
悩
ま
し
い
。

1010101010
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
小
屋
へ
戻
り
休
憩
。

1010101010
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
小
屋
横
の
ア
カ
マ
ツ
・
ヒ

ノ
キ
林
へ
移
動
し
て
、
い
よ

い
よ
伐
倒
開
始
。
幹
の
傾
き

や
枝
張
り
、
隣
り
合
う
木
の

状
態
か
ら
伐
倒
方
向
を
見
定

め
、
チ
ョ
ー
ク
で
受
け
口
・

追
い
口
の
設
計
図
を
書
く
。

伐倒の設計図

角度と方向と

3 0 度・水平・一方通行

木を挟むと、ここの数字が

退
避
路
を
確
保
し
た
ら
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
水
平
に
保

ち
、
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
で･･･

伐
る
。

1212121212
時時時時時
2525252525
分分分分分

　
小
屋
へ
戻
り
昼
食
。

1313131313
時時時時時
2525252525
分分分分分

　
伐
倒
を
再
開
。
再
開
一
本
目

が
か
か
り
木
に
な
る
も
、

ロ
ー
プ
を
投
げ
か
け
て
皆
で

引
っ
張
り
倒
す
。
こ
れ
も
良

い
経
験
と
い
う
こ
と
で
。
大

汗
を
か
い
た
の
で
、
暫
し
休

憩
を
と
っ
て
か
ら
次
の
伐
倒

へ
か
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
枝
払

い
や
造
材
も
や
っ
て
み
ま
し

た
。

1515151515
時時時時時

　
山
口
さ
ん
が
、
伐
倒
準
備
で

潅
木
を
伐
り
払
っ
て
い
て
足

に
け
が
、
病
院
へ
。

1515151515
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
伐
倒
を
終
了
し
、
小
屋
へ

戻
っ
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。
エ

ア
ク
リ
ー
ナ
ー
の
掃
除
の
時

は
、
チ
ョ
ー
ク
状
態
で
。
カ
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切
り
材
を
入
れ
て
集
め
ま
し

た
。
小
屋
組
は
、
ひ
き
つ
づ
き

ロ
ー
プ
の
ア
イ
加
工
。
口
差

し
が･･･

。

1414141414
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
現
場
班
、
作
業
を
終
了
し
、
小

屋
へ
。
三
日
間
の
感
想
を
お

聞
き
し
て
、

1515151515
時時時時時

　
講
師
総
括
の
後
、
終
了
、
解
散
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

参
加
者
／
後
藤
さ
ん
、
山
口
さ

ん
、
吉
岡
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
七
第
七
第
七
第
七
第
七
・・・・・
八
回
八
回
八
回
八
回
八
回

　　　　　
88888
月月月月月
2525252525
・・・・・
2626262626
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
　
間
　
伐

　
　
　
間
　
伐

　
　
　
間
　
伐

　
　
　
間
　
伐

　
　
　
間
　
伐

　
特
別
講
師
の
島
﨑
先
生
に
よ

る
保
残
木
マ
ー
ク
法
の
間
伐
。
調

査
〜
伐
倒
の
一
連
を
行
う
予
定

で
す
。
ま
た
、
前
回
で
き
な
か
っ

た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
も
行
う
予
定
で
す
。

　
現
場
は
、
植
林
・
下
草
刈
り
を

し
た
と
こ
ろ
を
さ
ら
に
車
で
五

バ
ー
を
は
ず
し
て
、
バ
ー
と

ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
分
離
。
掃

除
を
し
て
組
み
立
て
た
ら
目

立
て
で
す
。
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン

に
合
っ
た
ヤ
ス
リ
の
確
認
を

忘
れ
ず
に
。
森
林
塾
の
も
の

は
4
ミ
リ
の
丸
ヤ
ス
リ
。
30

度
・
ま
っ
す
ぐ
・
水
平
・
一
方

通
行
。
そ
し
て
、
ど
の
刃
も
同

じ
回
数
づ
つ
研
ぐ
。

1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
講
師
講
評
の
あ
と
、
終
了
、
解

散
。

55555
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
へ
集
合
。

今
日
は
、
日
程
を
変
更
し
、
二

班
に
分
か
れ
て
作
業
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

88888
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
現
場
班
は
、
昨
日
の
現
場
で
の

伐
倒
。
立
ち
位
置
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
位
置
を
確
認
し
つ

つ
の
作
業
。
枝
払
い
は
梢
に

向
か
っ
て
左
側
に
立
ち
、
主

に
背
伐
り
で
。
造
材
は
、
傾
斜

の
上
に
立
ち
、
木
の
動
き
を

よ
く
見
な
が
ら
。
一
方
、
小
屋

組
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や
森
林
診
断
の

復
習
、
ロ
ー
プ
の
ア
イ
加
工

を
や
っ
て
み
ま
し
た
。

1212121212
時時時時時
55555
分分分分分

　
小
屋
に
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
現
場
班
は
、
寄
せ
て
集
め
て
簡

単
ウ
ィ
ン
チ
「
ひ
っ
ぱ
り
だ

こ
」
の
集
材
。
赤
い
帽
子
に
玉

分
ほ
ど
南
に
行
っ
た
ヒ
ノ
キ
林

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
初
日
の
朝
に
、
ミ
ズ

ホ
鋼
機
さ
ん
が
お
見
え
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
初
日
夕
方
か
ら
は
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
一
杯
、
暑
気
払

い
を
し
ま
し
ょ
う
。
会
費
は
千
円

程
度
の
予
定
で
す
。

　
な
お
二
日
目
の
26
日
（
土
）
は
、

鳩
吹
公
園
で
「
ま
ほ
ら
伊
那 

地

球
元
気
村
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
番
下
の

未
舗
装
駐
車
場
を
ご
利
用
願
い

ま
す
。

第
九
第
九
第
九
第
九
第
九
・・・・・
十
回
　

十
回
　

十
回
　

十
回
　

十
回
　

     

99999
月月月月月
1515151515
・・・・・
1616161616
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
伐
っ
て
出
し
。
伐
る
は
間
伐
。

出
す
は
…
ウ
ィ
ン
チ
で
、
林
内
作

業
車
で
、
材
を
寄
せ
、
集
め
、
運

ぶ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
械
の
特
徴
を

つ
か
み
、
集
材
を
考
慮
し
た
伐
倒

に
も
挑
戦
し
て
頂
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
場
は
、
間
伐
の
と
こ
ろ
と
小

屋
横
の
伐
木
造
材
で
伐
倒
を
し

た
と
こ
ろ
の
二
ヶ
所
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
マ
イ
装
備
・
マ
イ
道

具
、
ご
持
参
下
さ
い
。

や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
・・・・・
も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

　
　
山
仕
事
の
装
備

　
　
山
仕
事
の
装
備

　
　
山
仕
事
の
装
備

　
　
山
仕
事
の
装
備

　
　
山
仕
事
の
装
備

　
山
仕
事
に
お
け
る
装
備
は
、

そ
の
仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
ま

ち
ま
ち
で
す
が
、
今
回
は
間
伐

等
に
お
け
る
基
本
的
な
格
好
に

つ
い
て
話
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

①①①①①
ヘ
ル
メ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
厚
生
労
働
省
規
格
で
、
Ａ
（
飛

来
・
落
下
物
用
）、
Ｂ
（
墜
落
時

用
）、
Ｅ
（
電
気
用
）
と
い
う
分

類
が
あ
り
ま
す
。
山
仕
事
で
は

二
種
兼
用
の
Ａ
Ｂ
で
十
分
で
す
。

値
段
は
二
千
円
〜
。
ひ
び
割
れ

や
変
形
が
あ
れ
ば
す
ぐ
交
換
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
に
耳
保
護

の
イ
ヤ
ー
マ
フ
と
目
を
保
護
す

る
メ
ッ
シ
ュ
の
フ
ェ
イ
ス
マ
ス

ク
が
つ
け
ば
言
う
事
な
し
で

す
。
こ
の
三
点
セ
ッ
ト
で
八
千

円
く
ら
い
か
ら
。

②②②②②
地
下
足
袋
、

地
下
足
袋
、

地
下
足
袋
、

地
下
足
袋
、

地
下
足
袋
、
脚
半
脚
半
脚
半
脚
半
脚
半

　
山
林
用
の
地
下
足
袋
は
刈
り

残
し
の
サ
サ
な
ど
を
踏
み
抜
か

な
い
よ
う
に
底
の
ゴ
ム
が
厚
く

な
っ
て
い
ま
す
。
三
枚
コ
ハ
ゼ

な
ら
千
五
百
円
〜
。
ズ
ボ
ン
の

裾
を
留
め
る
脚
半
も
千
五
百
円

〜
。
と
も
に
コ
ハ
ゼ
が
多
い
長

物
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
好
み

に
合
わ
せ
て
選
ん
で
下
さ
い
。

　
傾
斜
地
な
ど
す
べ
り
や
す
い

い
所
で
の
作

業
な
ら
ス
パ

イ
ク
地
下
足

袋
が
お
す
す

め
で
す
。
四
枚

コ
ハ
ゼ
四
千

円
〜
。
コ
ハ
ゼ
が
七
枚
や
十
枚
の

長
物
も
あ
り
ま
す
。
玉
切
り
な
ど

の
時
に
つ
ま
先
が
心
配
と
い
う

方
に
は
、
安
全
靴
タ
イ
プ
の
も
の

も
あ
り
ま
す
。

③③③③③
保
護
ズ
ボ
ン

保
護
ズ
ボ
ン

保
護
ズ
ボ
ン

保
護
ズ
ボ
ン

保
護
ズ
ボ
ン

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
高
速
で
回

転
し
て
木
を
切
る
道
具
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
と
い
え
ど
、

今
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
欠
か
せ
な

い
道
具
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

で
も
万
が
一
、
回
転
し
て
い
る

ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
足
に
当
た
っ

た
ら
重
大
な
事
故
に
。
切
断
事
故

防
止
の
た
め
の
保
護
ズ
ボ
ン
か

チ
ャ
プ
ス
が
あ
れ
ば
ま
ず
は
安

心
で
す
。
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
当

た
っ
た
瞬
間
に
、
中
の
繊
維
が
ス

プ
ロ
ケ
ッ
ト
に
絡
み
つ
き
、
瞬
時

に
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
回
転
を
止

め
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
万
五
千
円
く
ら
い
か
ら
。

④④④④④
皮
手
袋

皮
手
袋

皮
手
袋

皮
手
袋

皮
手
袋

　
軍
手
で
用
が
足
り
る
場
合
も

多
い
の
で
す
が
、
カ
ラ
マ
ツ
の
伐

倒
に
は
皮
手
袋
で
な
い
と
ダ
メ

で
す
。
あ
の
チ
ク
チ
ク
が
気
に
な

ら
な
い
方
は
構
い
ま
せ
ん
が
。
あ

と
、
イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
や
タ
ラ
ノ

キ
、
木
い
ち
ご
類
と
格
闘
す
る
と

き
に
も
必
需
品
で
す
し
、
ワ
イ

ヤ
ー
を
使
う
仕
事
の
時
に
も
是

非
欲
し
い
。
牛
で
も
オ
ー
ス
ト

リ
ッ
チ
で
も
、
豚
で
も
皮
で
あ
れ

ば
な
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
安
い

物
は
二
百
円
く
ら
い
か
ら
あ
り

ま
す
。
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な
っ
て
い
た
の
で
、
ま
だ
こ
の
よ

う
な
大
物
が
生
き
て
い
た
か
と

思
う
と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

カ
エ
ル
の
よ
う
な
両
生
類
は
環

境
悪
化
の
影
響
を
ま
っ
さ
き
に

受
け
る
そ
う
な
の
で
、
こ
う
い
う

生
き
物
が
た
く
さ
ん
生
き
ら
れ

る
環
境
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願

う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　[

イ
ン
ト
ラ
川
島]

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　　
伊
那
で
は
、
八
月
に
入
っ
て
か

ら
雨
が
降
ら
ず
、
作
物
は
も
ち
ろ

ん
、
秋
の
き
の
こ
も
心
配
な
今
日

こ
の
頃
で
す
。

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　　
今
年
は
ど
う
い
う
わ
け
か
、
我

が
家
に
は
大
き
な
ヒ
キ
ガ
エ
ル

が
三
匹
。
捕
ま
え
た
り
、
も
ら
っ

た
り
。
そ
れ
も
い
ず
れ
も
十
セ
ン

チ
ク
ラ
ス
の
大
物
。
図
鑑
で
調
べ

て
み
る
と
、
正
式
名
は
「
ア
ズ
マ

ヒ
キ
ガ
エ
ル
」
と
い
う
ら
し
い
の

で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
、
ガ
マ
の
油

売
り
の
ガ
マ
で
す
。
こ
の
カ
エ
ル

は
と
て
も
長
生
き
す
る
ら
し
く
、

三
十
年
位
は
生
き
る
そ
う
で
す
。

な
る
ほ
ど
、
そ
の
貫
禄
、
大
き
さ
、

動
き
、
皮
膚
の
感
じ
な
ど
、
そ
れ

に
近
い
年
は
と
っ
て
い
そ
う
で

す
。

　
生
き
た
虫
な
ど
し
か
食
べ
な

い
ら
し
く
、
飼
育
は
難
し
い
と
の

こ
と
で
逃
が
し
て
や
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
昔
は
踏
ん

で
歩
け
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
い
た

カ
エ
ル
。
近
頃
は
す
っ
か
り
少
な

く
な
っ
て
あ
ま
り
姿
を
見
な
く

　
愛
知
県
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
小
池
で
す
。
子
供
の

頃
か
ら
な
ん
と
な
く
山
が
好
き

で
、
徐
々
に
色
々
な
山
に
登
り
、

趣
味
と
い
う
よ
り
生
活
の
一
部
と

し
て
山
に
登
っ
て
い
た
時
期
も

あ
っ
た
ほ
ど
で
、
い
つ
か
は
山
に

関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　
な
ぜ
山
が
好
き
か
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
私
の
場
合
は
い
つ
ど

ん
な
と
き
で
も
自
分
の
心
持
ち
に

応
じ
て
自
分
の
全
て
を
や
さ
し
く

包
み
込
ん
で
く
れ
る
お
お
ら
か
さ

が
あ
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
山
を
想
い
、
あ
り

が
た
い
と
感
じ
て
い
な
が
ら
、
山

を
登
り
終
え
れ
ば
、
は
い
そ
れ
ま

で
と
ば
か
り
に
ひ
た
す
ら
山
を

下
り
て
温
泉
に
つ
か
っ
て
帰
途

に
つ
く
と
い
う
こ
と
で
、
ど
う
も

身
勝
手
な
山
好
き
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
年
々
地
球
環
境
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
多
く

な
り
、
今
で
は
毎
日
の
よ
う
に
地

球
温
暖
化
や
、
熱
帯
林
の
無
計
画

な
伐
採
の
事
実
や
、
日
本
国
内
の

人
工
林
の
状
態
な
ど
が
報
道
さ

れ
る
の
を
見
て
、
山
が
好
き
で
さ

ん
ざ
ん
そ
の
恩
恵
を
得
て
き
た

自
分
も
山
の
た
め
に
何
か
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
ご
く
自

然
に
思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結

果
山
の
仕
事
を
真
剣
に
考
え
始

め
、
最
終
的
に
森
林
塾
に
到
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
単
な
る

山
登
り
だ
け
で
な
く
、
環
境
問
題

や
、
山
の
た
め
何
か
し
た
い
と
い

う
観
点
か
ら
山
に
登
り
、
“
山
を

観
る
”
と
い
う
こ
と
を
意
識
し

始
め
る
と
全
く
違
っ
た
も
の
が

新
鮮
に
沢
山
目
に
入

る
よ
う
に
な
り
、
今

ま
で
の
自
分
は
何

だ
っ
た
の
か
と
反
省

せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
今
は
自
分
の
年

齢
か
ら
し
て
も
今
を

お
い
て
は
山
の
役
に

立
て
な
い
と
感
じ
、

で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
山
の
仕
事
に
携

わ
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
自
分
の
人
生
の
多
く
は
工
業

化
社
会
の
一
翼
を
担
う
仕
事
を

ひ
た
す
ら
や
っ
て
来
た
わ
け
で
、

い
ま
さ
ら
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
抑
え
る
べ
き
だ
な
ど
と
言

う
の
は
お
こ
が
ま
し
く
、
身
勝
手

だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

や
は
り
森
林
の
光
合
成
だ
け
で

地
球
温
暖
化
の
一
原
因
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
を
十
分
に
固
定
化

で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
そ
の
も
の
を
抑

え
な
け
れ
ば
環
境
問
題
の
解
決

に
は
程
遠
く
、
ま
し
て
や
二
酸
化

炭
素
の
排
出
権
を
金
に
ま
か
せ

て
買
う
と
か
、
海
外
で
植
林
し
た

ら
自
分
の
責
任
は
果
た
し
た
と

い
う
よ
う
な
姑
息
な
考
え
は
捨

て
る
べ
き
で
、
環
境
問
題
と
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
森
林
の
健
全
な

経
営
に
よ
っ
て
こ
の
国
の
あ
る

べ
き
姿
を
考
え
て
い
く
べ
き
と

思
い
行
動
し
た
く
思
い
ま
す
。

　
子
供
達
に
は
い
つ
も
夢
を
追

い
続
け
よ
と
言
い
続
け
、
子
供
達

が
成
人
し
て
も
い
ま
だ
に
人
生

急
ぐ
こ
と
は
な
く
、
ゆ
っ
く
り
着

実
に
や
れ
ば
よ
い
と
今
の
時
代

に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
ば
か
り
愚

直
に
教
え
込
ん
で
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
経
済
効
果
だ
け
を
追
い

求
め
て
近
視
眼
的
な
も
の
の
見

方
し
か
で
き
な
い
よ
う
な
人
間

に
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
し
、
自
分

の
時
代
だ
け
で
結
論
が
出
る
よ

う
な
仕
事
だ
け
が
仕
事
で
は
な

く
、
次
の
世
代
、
そ
の
次
の
世
代

に
引
き
継
げ
る
よ
う
な
息
の
長

い
仕
事
に
こ
そ
す
ば
ら
し
さ
が

あ
る
と
い
う
自
分
の
想
い
を

知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
か
ら

で
も
あ
り
ま
す
。

　
世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
の

法
隆
寺
の
塔
の
柱
は
調
べ
る
と

樹
齢
千
年
か
ら
二
千
年
の
檜
と

の
こ
と
で
伐
採
さ
れ
て
加
工
さ

れ
、
そ
れ
か
ら
ま
た
現
在
ま
で
千

三
百
年
の
間
法
隆
寺
を
支
え
続

け
て
き
た
わ
け
で
そ
の
強
度
は

ほ
と
ん
ど
変
り
な
く
、
昭
和
の
大

修
理
の
時
に
宮
大
工
の
西
岡
棟

梁
が
柱
を
削
っ
た
ら
ヒ
ノ
キ
の

香
り
が
漂
っ
た
と
い
う
の
は
有

名
な
話
で
す
が
、
千
年
以
上
前
に

伐
採
さ
れ
た
木
が
尚
そ
の
特
性

を
保
ち
続
け
、
塔
の
屋
台
骨
を
支

え
て
い
る
と
い
う
の
は
想
像
を

絶
す
る
こ
と
で
、
木
に
は
神
が

宿
っ
て
い
る
と
い
う
の
も
過
言

で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
れ
は
建
立
当
時
の
人
々

や
、
斑
鳩
の
里
に
直
結
し
、
思
い

を
は
せ
る
こ
と
に
な
り
ロ
マ
ン

あ
ふ
れ
る
話
で
あ
る
と
同
時
に

現
実
的
な
問
題
と
し
て
考
え
た

ら
千
三
百
年
も
の
間
建
ち
続
け

て
い
る
事
実
は
も
の
を
大
切
に

使
う
た
め
の
知
恵
を
昔
か
ら
日

本
人
は
沢
山
持
っ
て
い
た
と
い

う
嬉
し
い
話
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
こ
と
を
取
り
と
め
も
無
く

考
え
る
と
今
こ
の
森
林
塾
で
皆

の
心
を
結
び
付
け
て
い
る
木
や

森
と
い
う
も
の
が
と
て
つ
も
な

く
大
き
な
存
在
に
思
え
て
き
ま

す
。
そ
ん
な
悠
久
の
仕
事
に
関
わ

る
可
能
性
の
あ
る
木
、
そ
し
て
森

を
育
て
る
一
翼
を
担
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

と
も
思
い
、
で
き
る
も
の
な
ら
今

は
日
本
に
は
な
い
と
い
う
樹
齢

千
年
に
な
る
よ
う
な
檜
の
森
を

夢
見
て
山
を
造
っ
て
み
た
く
思

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
結
果
は
神

様
の
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